
脂質代謝と免疫応答のクロストーク
Molecular crosstalk between lipid metabolism and immune responses

近年、細胞内の栄養代謝が免疫細胞の機能を制御することが報告されており、”immuno-

metabolism” という新たな学問領域が注目を集めている。慢性炎症性疾患である自己

免疫疾患は、遺伝的要因のみならず環境要因の関与が想定されているが、発症機序には

未だ不明な点が多く、栄養代謝の意義も明らかではない。我々は、細胞内の過剰なコレス

テロール蓄積が慢性炎症を惹起するメカニズムを明らかにし、特に抗原提示細胞における

コレステロール蓄積が自己免疫疾患の発症を促進することを報告した。

本講演では、脂質代謝異常による免疫応答制御の破綻と自己免疫疾患の惹起という新し

い概念に関して最新の知見を紹介する。
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